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●
は
じ
め
に

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
地
域
に
対
し
、
現
地
労
働
力
の
活
用
や
調
達
先
、
市
場
等

に
期
待
し
て
、
多
く
の
日
系
企
業
が
進
出
し
て
き
て
い
る
。
同
時
に
、
受

入
国
側
も
、
投
資
誘
致
の
た
め
に
多
彩
な
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
供
与
す
る

こ
と
に
よ
り
、
外
資
導
入
を
進
め
て
き
て
い
る
。
こ
う
し
た
状
況
で
、
投

資
受
入
国
の
期
待
と
外
国
企
業
の
実
際
の
行
動
の
違
い
が
指
摘
さ
れ
て
い

る
（
参
考
文
献
①
、
三
一
〜
六
六
ペ
ー
ジ
）。
即
ち
、
投
資
受
入
国
は
、

高
付
加
価
値
生
産
で
の
比
較
優
位
を
獲
得
す
る
こ
と
を
希
望
し
、
外
国
企

業
に
先
進
技
術
の
移
転
を
期
待
す
る
。
一
方
で
、
外
国
企
業
は
一
般
的
に
、

投
資
受
入
国
の
労
働
面
で
の
比
較
優
位
を
求
め
る
。
こ
う
し
た
指
摘
が
あ

る
一
方
で
、
経
済
産
業
省
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
タ
イ
、
マ
レ
ー
シ
ア
を
含

む
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
へ
の
Ｒ
＆
Ｄ
機
能
の
立
地
の
意
向
が
日
本
の
企
業
内
に
は

多
く
存
在
す
る
（
参
考
文
献
②
、
一
○
三
ペ
ー
ジ
）。

こ
の
よ
う
な
状
況
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
地
域
に
お
い
て
、

マ
レ
ー
シ
ア
、タ
イ
、シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
お
け
る

技
術
的
側
面
か
ら
見
た
日
系
企
業
の
動
向

山
崎　

晃

産
業
構
造
の
高
度
化
が
進
み
、
進
出
し
た
日
系
企
業
が
Ｒ
＆
Ｄ
機
能
を
有

す
る
ケ
ー
ス
が
比
較
的
多
い
と
考
え
ら
れ
る
マ
レ
ー
シ
ア
、
タ
イ
、
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
（
以
下
「
三
カ
国
」）
に
つ
い
て
、
こ
れ
ら
三
カ
国
に
進
出
し

た
日
系
企
業
の
Ｒ
＆
Ｄ
へ
の
取
り
組
み
の
状
況
を
調
査
し
た
。
調
査
は
、

三
カ
国
に
進
出
し
た
日
系
企
業
に
対
し
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
う
こ
と
に
よ
り

実
施
し
た
。

こ
の
結
果
を
、
三
カ
国
の
産
業
の
状
況
と
併
せ
て
分
析
す
る
こ
と
に
よ

り
、
三
カ
国
に
お
け
る
日
系
企
業
の
技
術
面
の
実
態
及
び
特
徴
を
抽
出
し
、

技
術
移
転
の
状
況
、
Ｒ
＆
Ｄ
へ
の
取
り
組
み
及
び
人
材
の
活
用
に
つ
い
て

考
察
を
行
う
こ
と
と
す
る
。

●
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施

マ
レ
ー
シ
ア
、
タ
イ
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
進
出
し
た
日
系
企
業
（
製
造

業
）
の
技
術
的
動
向
を
調
査
す
る
た
め
に
、
こ
れ
ら
日
系
企
業
に
対
し
、

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
た
。
以
下
に
回
答
状
況
を
示
す
。
図
１
は
ア

分
析
リ
ポ
ー
ト



マレーシア、タイ、シンガポールにおける技術的側面から見た日系企業の動向

ン
ケ
ー
ト
に
回
答
し
た
日
系
企
業
（
以
下
「
回
答
日
系
企
業
」）
の
セ
ク

タ
ー
別
の
比
率
を
示
し
て
い
る
。
図
１
か
ら
分
か
る
と
お
り
、
マ
レ
ー
シ

ア
で
は
電
気
・
電
子
分
野
（
Ｅ
＆
Ｅ
）、
タ
イ
は
自
動
車
分
野

（A
utom

otive

）
及
び
電
気
・
電
子
分
野
（
Ｅ
＆
Ｅ
）、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

は
電
気
・
電
子
分
野
（
Ｅ
＆
Ｅ
）、
機
械
分
野
（M

achinery

）
と
化
学
分

野
（C

hem
ical

）
の
比
率
が
高
い
。

●
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の
分
析

①
技
術
移
転
・
技
術
の
源
泉

図
２
は
回
答
日
系
企
業
に
お
け
る
日
本
の
技
術
の
活
用
の
比
率
（
技
術

の
源
泉
が
日
本
で
あ
る
比
率
）
を
三
カ
国
毎
に
示
し
た
も
の
で
あ
る
（
こ

こ
で
、
日
本
の
技
術
の
活
用
の
比
率
と
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に
お
い
て
「
技

術
の
源
泉
が
日
本
で
あ
る
比
率
」
が
何
パ
ー
セ
ン
ト
程
度
か
を
尋
ね
、
記

入
を
求
め
た
も
の
で
あ
る
）。

技
術
の
源
泉
と
い
う
意
味
で
は
、
図
２
に
示
す
と
お
り
、
三
カ
国
と
も

日
本
の
技
術
を
一
○
○
％
活
用
し
て
い
る
企
業
が
過
半
数
を
占
め
て
お
り
、

マ
レ
ー
シ
ア
、
タ
イ
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
つ
い
て
各
々
六
二
％
、
六
六
％
、

五
二
％
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
結
果
の
加
重
平
均
を
と
る
と
、

そ
れ
ぞ
れ
八
三
・
八
％
、
八
六
・
一
％
、
七
八
・
三
％
と
な
る
。
即
ち
、

現
時
点
で
は
、
三
カ
国
と
も
現
地
で
開
発
さ
れ
た
技
術
を
用
い
る
と
い
う

よ
り
は
、
日
本
か
ら
技
術
を
導
入
し
、
そ
の
技
術
を
活
用
し
た
上
で
操
業

を
行
っ
て
い
る
日
系
企
業
が
大
半
で
あ
る
実
態
が
見
て
取
れ
る
。
ま
た
、

日
本
の
技
術
の
活
用
の
ウ
エ
イ
ト
に
つ
い
て
は
、
三
カ
国
で
大
き
い
違
い

は
な
い
も
の
の
、
タ
イ
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
順
に
大
き
く
、

産
業
の
発
展
の
度
合
い
と
技
術
の
現
地
化
の
進
展
が
適
合
し
て
い
る
こ
と

が
う
か
が
え
る
。

②
日
本
資
本
比
率
と
技
術
の
源
泉

図
３
は
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
タ
イ
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
進
出
し
て
い
る
日

系
企
業
に
つ
い
て
、
横
軸
に
日
本
資
本
比
率
、
縦
軸
に
日
本
を
技
術
の
源

泉
に
す
る
比
率
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

図
３
の
タ
イ
の
状
況
を
見
る
と
、
技
術
の
源
泉
が
一
○
○
％
の
ラ
イ
ン

①マレーシア
　発送 698件
　回答 178件（回答率25.5％）

②タイ
　発送 864件
　回答 165件（回答率19.１％）

③シンガポール
　発送 625件
　回答 77件（回答率12.3％）

自動車
7% 化学

5%

化学
10%

ICT
2%

機械
4%

金属
7%

石油
3%

サービス
2%

農業
7%

農業
1%

E&E
39%

E&E
16%

E&E
33%

その他
35%

その他
20%

その他
13%

自動車
29%

化学
14%

機械
18%

自動車
2%

ICT
4%

機械
18%

金属
10%

金属
10%

サービス
2%

石油
4%

サービス
1%

石油
4%

図 1������������������������������

  

シンガポール（回答数=77）
加重平均　78.3％
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に
多
く
の
企
業
が
存
在
し
、
技
術
は
日
本
の
も
の
を
活
用
し
つ
つ
、
地
場

企
業
等
と
の
合
弁
形
態
を
指
向
し
て
い
る
日
系
企
業
が
多
い
。
こ
の
結
果

は
、
タ
イ
に
お
け
る
日
系
企
業
に
お
い
て
は
技
術
移
転
が
途
上
で
あ
り
、

日
本
の
技
術
を
そ
の
ま
ま
活
用
し
て
い
る
事
例
が
多
い
こ
と
を
示
し
て
い

る
。他

方
で
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
状
況
を
見
る
と
、
日
本
資
本
比
率
が
一
○

○
％
の
ラ
イ
ン
に
多
く
の
企
業
が
存
在
し
て
お
り
、
日
本
か
ら
の
資
本
一

○
○
％
で
進
出
し
つ
つ
、
技
術
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
発
展
さ
せ
て
い
る
企

業
が
多
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
即
ち
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
お
い
て
は
日

本
の
技
術
に
加
え
、
現
地
発
の
技
術
を
活
用
し
て
操
業
す
る
日
系
企
業
が

多
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

マ
レ
ー
シ
ア
の
状
況
は
、
両
者
の
特
徴
を
併
せ
持
っ
て
い
る
が
、
自
動

車
分
野
に
つ
い
て
抽
出
す
る
と
、
特
徴
が
表
れ
る
。
そ
の
た
め
に
、
マ
レ

ー
シ
ア
及
び
タ
イ
に
お
け
る
自
動
車
分
野
に
つ
い
て
示
し
た
の
が
図
４
で

あ
る
。

両
者
は
、
類
似
の
傾
向
を
有
し
て
お
り
、
日
本
の
技
術
に
大
き
く
依
存

し
つ
つ
合
弁
形
態
に
よ
り
操
業
を
行
っ
て
い
る
日
系
企
業
が
多
い
こ
と
を

示
し
て
い
る
。
マ
レ
ー
シ
ア
、
タ
イ
と
も
製
造
業
に
お
け
る
資
本
規
制
は

現
時
点
で
は
存
在
し
て
い
な
い
が
、
規
制
撤
廃
以
前
に
進
出
し
た
場
合
や
、

合
弁
に
よ
る
技
術
移
転
を
期
待
す
る
政
府
の
意
向
を
踏
ま
え
た
形
で
合
弁

形
態
を
選
択
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
状
況
は
、
現
地

発
の
技
術
が
多
く
活
用
さ
れ
て
い
る
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
状
況
（
図
３
参

照
）
と
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。

③
ロ
ー
カ
ル
企
業
へ
の
技
術
移
転

三
カ
国
で
操
業
す
る
日
系
企
業
に
よ
る
、
第
三
者
で
あ
る
ロ
ー
カ
ル
企

業
に
対
す
る
技
術
移
転
に
つ
い
て
示
し
た
の
が
、
図
５
で
あ
る
。
こ
れ
に

よ
れ
ば
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
タ
イ
で
は
、
第
三
者
に
対
す
る
技
術
移
転
に
つ

い
て
同
様
の
傾
向
を
示
し
て
い
る
。
即
ち
、
第
三
者
に
技
術
移
転
を
実
施

中
ま
た
は
計
画
中
で
あ
る
の
は
概
ね
四
分
の
一
の
企
業
で
あ
る
。
こ
こ
で
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、
第
三
者
へ
の
技
術
移
転
を
実
施
中
ま
た
は

検
討
中
と
い
う
企
業
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
ほ
ぼ
全
て
の
企
業
が
技
術
移
転

マレーシアの日系企業<全体>　回答数=147
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日本資本比率と技術源泉（日本）の相関
　タイの日系企業<自動車等部品>
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マレーシア、タイ、シンガポールにおける技術的側面から見た日系企業の動向

の
計
画
は
な
い
、
と
回
答

し
て
い
る
。
こ
の
結
果
は
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
日
系
企

業
に
お
い
て
は
、
マ
レ
ー

シ
ア
や
タ
イ
の
よ
う
に
産

業
集
積
に
よ
っ
て
産
業
発

展
が
進
展
し
て
い
る
の
で

は
な
く
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

内
に
お
い
て
は
、
自
社
で

閉
じ
た
操
業
が
な
さ
れ
て

い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る
。
即
ち
、

裾
野
産
業
の
集
積
が
求
め

ら
れ
る
自
動
車
産
業
が
発

展
し
て
い
な
い
こ
と
や
、

電
気
・
電
子
分
野
の
日
系

企
業
に
つ
い
て
は
電
子
デ

バ
イ
ス
が
中
心
で
あ
り
、

裾
野
産
業
を
求
め
る
よ
う

な
総
合
家
電
企
業
が
組
み

立
て
を
行
う
と
い
う
状
況

で
は
な
い
こ
と
が
理
由
と

し
て
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、

米
系
企
業
の
進
出
と
歩
調

を
合
わ
せ
て
、
ハ
ー
ド
デ

ィ
ス
ク
ド
ラ
イ
ブ
に
代
表

さ
れ
る
電
気
・
電
子
分
野

の
産
業
集
積
が
進
展
し
て

い
る
部
分
も
あ
る
。
こ
う

し
た
部
分
で
は
、
進
出
し

た
米
系
企
業
に
よ
っ
て
、

地
場
企
業
の
育
成
が
進
め
ら
れ
、
既
に
米
系
企
業
に
よ
っ
て
裾
野
産
業
の

素
地
が
で
き
あ
が
っ
て
い
た
こ
と
も
、
日
系
企
業
が
第
三
者
に
対
し
て
技

術
移
転
を
行
っ
て
い
な
い
理
由
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、

グ
ロ
ー
バ
ル
に
進
展
す
る
モ
ジ
ュ
ー
ル
化
、
国
際
分
業
化
の
流
れ
が
（
参

考
文
献
⑦
、
七
〜
一
九
ペ
ー
ジ
）、
物
流
の
ハ
ブ
と
い
う
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

の
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク
面
で
の
強
み
と
マ
ッ
チ
し
、
必
要
な
部
材
等
を
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
外
か
ら
調
達
す
る
こ
と
を
容
易
に
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
こ
と

か
ら
、
日
系
企
業
が
敢
え
て
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
内
に
お
い
て
第
三
者
に
技
術

移
転
を
す
る
必
要
性
を
減
じ
て
い
る
、
と
考
え
る
。

④
Ｒ
＆
Ｄ
の
ウ
エ
イ
ト

図
６
は
、
Ｒ
＆
Ｄ
を
現
地
で
行
っ
て
い
る
ウ
エ
イ
ト
に
つ
い
て
、
現
在

と
将
来
の
状
況
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
図
８
、
９
は
マ
レ
ー
シ

ア
、
タ
イ
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
お
け
る
状
況
に
つ
い
て
、
回
答
の
多
か
っ

た
電
気
・
電
子
分
野
及
び
自
動
車
分
野
を
抽
出
し
て
図
示
し
た
も
の
で
あ

る
（
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
自
動
車
分
野
は
母
数
が
少
な
い
た
め
割
愛
）。
図

６
か
ら
わ
か
る
通
り
、
現
在
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
マ
レ
ー
シ
ア
と
タ
イ

に
お
け
る
状
況
は
、
概
ね
同
様
の
状
況
で
あ
る
。
即
ち
、
マ
レ
ー
シ
ア
、

タ
イ
に
お
い
て
は
Ｒ
＆
Ｄ
を
主
と
し
て
実
施
し
て
い
る
企
業
は
、
そ
れ
ぞ

れ
七
％
、
八
％
で
あ
る
。
ま
た
、
部
分
的
に
Ｒ
＆
Ｄ
を
実
施
し
て
い
る
企

業
を
加
え
る
と
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
タ
イ
と
も
に
、
ほ
ぼ
半
数
の
企
業
に
達

す
る
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
状
況
は
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
タ
イ
と
は
異
な
り
、

現
在
、
主
と
し
て
Ｒ
＆
Ｄ
を
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
行
っ
て
い
る
企
業
は
、
両

国
の
二
倍
程
度
の
一
六
％
で
あ
り
、
部
分
的
に
Ｒ
＆
Ｄ
を
実
施
し
て
い
る

企
業
を
加
え
た
場
合
は
、
逆
に
両
国
よ
り
少
な
い
四
割
程
度
の
状
況
で
あ

る
。将

来
的
に
Ｒ
＆
Ｄ
を
現
地
で
行
う
ウ
エ
イ
ト
に
つ
い
て
も
、
マ
レ
ー
シ

ア
、
タ
イ
に
お
け
る
状
況
は
概
ね
同
様
で
あ
り
、
主
と
し
て
Ｒ
＆
Ｄ
を
現

地
で
実
施
し
て
い
る
企
業
は
、
ど
ち
ら
も
一
六
％
で
あ
り
、
部
分
的
に
Ｒ

＆
Ｄ
を
実
施
し
て
い
る
企
業
を
加
え
る
と
、
七
割
程
度
の
企
業
に
増
大
す

る
。一

方
で
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
状
況
は
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
タ
イ
と
比
較
す

シンガポール（回答数77）

d（3%） b（0%）
a（1%）

a（実施中） b（計画中） c（計画なし） d（分からない）

タイ（回答数165）

a
（17%）

b（5%）

マレーシア（回答数178）

d（1%） d（2%）

b（4%）

a
（22%）

c
 （96%）

c
（76%）

c
（73%）

図 5�第 3者（��）へ�技術移転
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現在 将来

52%
（行わない）

シンガポール（回答数77）

61%
（行わない）

23%
（部分的に）

2%
（分らない）

47%
（行わない） 44%

（部分的に）

7%
（主として）

マレーシア（回答数178）
1%

（分らない）

1%
（分らない）

0%
（分らない）

0%
（分らない）

1%
（分らない）

33%
（行わない）

50%
（部分的に）

55%
（部分的に）

29%
（部分的に）

16%
（主として）

16%
（主として）

19%
（主として）

16%
（主として）

28%
（行わない）

53%
（行わない）

38%
（部分的に）

8%
（主として）

タイ（回答数165）

図 6�3カ国���る�����������������る����������������������������

現在 将来

回答数33回答数27

サービス
4%（1）

サービス
3%（1）石油

4%（1） 石油
3%

その他
15%（4）

その他
15%（5）

　金属
11%（3）

金属
9%（3）

　機械
15%（4）

　機械
21%（7）

　ICT
7%（2）

　ICT
6%（2）

　E&E
29%（8）

　E&E
31%（10）

化学
11%（3）

化学
9%（3）

自動車
4%（1）

自動車
3%（1）

図 7�「主として」＋「部分的�」���を行っている�����割合



マレーシア、タイ、シンガポールにおける技術的側面から見た日系企業の動向

現在 将来

58%
（行わない）

66%
（行わない）

17%
（部分的に）

2%
（分らない）

37%
（行わない） 54%

（部分的に）

7%
（主として）

2%
（分らない）

0%
（分らない）

0%
（分らない）

0%
（分らない）

24%
（行わない）

62%
（部分的に）

70%
（部分的に）

21%
（部分的に）

12%
（主として）

21%
（主として）

17%
（主として）

30%
（行わない）

63%
（行わない）

37%
（部分的に）

0%
（主として）

0%
（分らない）

0%
（主として）

シンガポール（回答数24）

マレーシア（回答数59）

タイ（回答数27）

図８���������（�����）���������（�����）��������（�����）

現在 将来

0%
（分らない）

56%
（行わない）

44%
（部分的に）

0%
（主として）

0%
（分らない）

0%
（分らない）

33%
（行わない）

39%
（部分的に）

54%
（部分的に）

28%
（主として）

35%
（行わない）

72%
（行わない）

26%
（部分的に）

2%
（主として）

11%
（主として）

マレーシア（回答数18）

タイ（回答数46）
0%

（分らない）

図９���������（自動車）���������（自動車）��������（自動車）

31 ─アジ研ワールド・トレンド No.144（2007．9）



分析リポート

アジ研ワールド・トレンド No.144（2007．9）─ 32

る
と
、
現
在
と
将
来
の
変
化
の
仕
方
を
含
め
て
、
大
き
く
両
国
と
異
な
る
。

即
ち
、
将
来
的
に
Ｒ
＆
Ｄ
を
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
行
う
と
す
る
企
業
は
一
九

％
と
、
現
在
の
一
六
％
か
ら
大
き
く
は
増
加
し
て
お
ら
ず
、
部
分
的
に
Ｒ

＆
Ｄ
を
実
施
す
る
と
回
答
し
た
企
業
を
加
え
て
も
ほ
ぼ
半
数
程
度
で
あ
る
。

従
っ
て
現
在
か
ら
将
来
に
向
け
て
、
Ｒ
＆
Ｄ
に
取
り
組
む
日
系
企
業
の
増

加
の
程
度
は
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
タ
イ
と
比
較
し
て
小
さ
い
。
そ
し
て
、
特

徴
的
な
こ
と
は
、
将
来
的
に
Ｒ
＆
Ｄ
に
取
り
組
む
日
系
企
業
の
割
合
は
、

マ
レ
ー
シ
ア
、
タ
イ
が
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
を
上
回
る
状
況
を
示
し
て
い
る
こ

と
で
あ
る
。
図
７
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
お
い
て
、「
主
と
し
て
」及
び
「
部

分
的
に
」
Ｒ
＆
Ｄ
を
実
施
す
る
と
し
た
日
系
企
業
の
現
在
と
将
来
の
分
野

別
の
比
較
で
あ
る
。
こ
れ
を
見
る
と
、
両
者
に
ほ
と
ん
ど
違
い
は
な
く
、

ま
た
、
各
分
野
の
比
率
も
図
１
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
回
答
日
系
企
業
の
比

率
と
極
め
て
似
通
っ
て
い
る
。
ま
た
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
回
答
日
系
企
業

の
約
三
分
の
一
を
占
め
る
電
気
・
電
子
分
野
に
つ
い
て
も
、
図
８
か
ら
わ

か
る
通
り
、
そ
の
状
況
は
図
６
に
示
す
全
体
の
傾
向
と
同
様
で
あ
る
。

従
っ
て
、
新
た
な
投
資
先
と
し
て
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
進
出
し
て
く
る
企

業
も
あ
り
得
る
が
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
既
に
進
出
し
て
い
る
日
系
企
業
に

お
い
て
は
、
Ｒ
＆
Ｄ
の
実
施
は
、
あ
る
程
度
既
に
確
立
さ
れ
た
状
況
で
あ

り
、
今
後
大
き
い
変
化
は
想
定
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
し
て
、
ウ
エ
イ
ト
の

大
き
い
電
気
・
電
子
分
野
が
先
行
し
て
い
る
わ
け
で
も
な
く
、
特
に
顕
著

な
分
野
的
特
徴
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。

次
に
図
８
、
９
か
ら
わ
か
る
通
り
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
タ
イ
に
お
い
て
は
、

電
気
・
電
子
分
野
、
自
動
車
分
野
と
も
、
将
来
に
向
け
て
Ｒ
＆
Ｄ
機
能
を

現
地
化
す
る
動
き
が
著
し
い
。
特
に
自
動
車
分
野
に
つ
い
て
は
、
マ
レ
ー

シ
ア
、
タ
イ
に
つ
い
て
、
主
と
し
て
行
う
企
業
と
部
分
的
に
行
う
企
業
の

全
体
の
比
率
が
大
き
く
増
加
す
る
と
と
も
に
、
主
と
し
て
行
う
企
業
の
比

率
も
大
き
く
増
加
し
て
い
る
の
が
特
徴
的
で
あ
る
。

注
目
す
べ
き
は
、
マ
レ
ー
シ
ア
の
自
動
車
分
野
で
、
将
来
的
に
主
と
し

て
Ｒ
＆
Ｄ
を
現
地
で
実
施
す
る
日
系
企
業
の
比
率
が
大
き
く
増
大
し
て
い

る
こ
と
で
あ
る
。
マ
レ
ー
シ
ア
で
は
、
日
本
と
の
間
で
Ｅ
Ｐ
Ａ
（
経
済
連

携
協
定
）
が
締
結
さ
れ
、
特
に
自
動
車
分
野
で
の
開
放
が
大
き
く
進
ん
だ

感
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
進
展
の
早
い
技
術
の
動
き
に
現
地
ベ
ー
ス
で
即

応
す
る
必
要
性
を
日
系
企
業
が
感
じ
て
い
る
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
タ
イ
は
、
ア
ジ
ア
の
デ
ト
ロ
イ
ト
を
標
榜
し
て
お
り
、
外
資
を

積
極
的
に
導
入
す
る
産
業
政
策
に
よ
り
、
日
系
自
動
車
産
業
を
中
心
に
産

業
集
積
が
進
ん
で
い
る
。
一
九
九
○
年
代
以
降
、
自
由
化
政
策
を
進
め
、

自
動
車
メ
ー
カ
ー
と
と
も
に
サ
ポ
ー
テ
ィ
ン
グ
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
の
集
積

も
進
ん
で
い
る
。
タ
イ
に
お
い
て
は
、
日
系
自
動
車
メ
ー
カ
ー
や
同
部
品

メ
ー
カ
ー
が
、
相
次
い
で
Ｒ
＆
Ｄ
セ
ン
タ
ー
の
設
置
を
進
め
て
い
る
（
参

考
文
献
⑧
、
二
四
〜
三
二
ペ
ー
ジ
）。
ま
た
、
自
動
車
製
造
に
お
い
て
、

電
子
機
器
の
比
重
が
高
ま
っ
て
き
て
お
り
（
参
考
文
献
⑦
、
七
二
〜
一
一

七
ペ
ー
ジ
）、
電
子
部
品
製
造
業
と
自
動
車
部
品
製
造
業
の
相
互
浸
透
が

進
展
し
て
い
る
（
参
考
文
献
⑤
、
二
一
四
〜
二
一
七
ペ
ー
ジ
）。
こ
の
よ

う
な
動
き
を
踏
ま
え
、
電
気
・
電
子
メ
ー
カ
ー
の
中
に
も
、
自
動
車
部
品

を
供
給
し
て
い
る
日
系
企
業
の
中
に
は
、
将
来
的
に
Ｒ
＆
Ｄ
機
能
の
強
化

を
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
も
存
在
し
て
い
る
。

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
は
、
こ
う
し
た
タ
イ
、
マ
レ
ー
シ
ア
に
お
い
て
Ｒ
＆

Ｄ
機
能
を
強
化
す
る
方
向
性
と
マ
ッ
チ
し
て
い
る
と
考
え
る
。

⑤
日
本
人
の
関
与

図
10
は
、
Ｒ
＆
Ｄ
分
野
に
従
事
す
る
者
の
国
籍
を
示
し
て
い
る
。
図
10

に
示
す
よ
う
に
、
Ｒ
＆
Ｄ
を
実
施
す
る
研
究
者
の
国
籍
に
つ
い
て
は
、
マ

レ
ー
シ
ア
、
タ
イ
は
類
似
の
状
況
で
あ
る
。
即
ち
、
マ
レ
ー
シ
ア
の
場
合

は
九
・
八
％
の
日
本
人
、
タ
イ
の
場
合
は
、
一
七
％
の
日
本
人
が
関
与
し

て
お
り
、
そ
の
他
を
自
国
民
が
占
め
て
い
る
。
こ
の
日
本
人
の
比
率
は
、

経
費
等
の
関
係
か
ら
少
な
く
し
よ
う
と
の
動
き
は
あ
る
が
、
企
業
が
考
え

て
い
る
ほ
ど
の
人
数
の
削
減
は
容
易
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。

イ
ン
ド
で
も
、
椎
野
に
よ
れ
ば
、
日
系
商
工
団
体
の
代
表
者
会
議
は
、

ほ
ぼ
全
員
が
日
本
人
で
占
め
ら
れ
て
い
る
一
方
、
米
系
商
工
団
体
の
集
ま

り
で
は
、
在
外
イ
ン
ド
人
や
イ
ン
ド
人
が
多
数
見
ら
れ
る
と
指
摘
し
て
い

る
（
参
考
文
献
⑥
、
五
三
〜
六
九
ペ
ー
ジ
）。
図
10
は
、
マ
レ
ー
シ
ア
、

タ
イ
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
Ｒ
＆
Ｄ
従
事
者
を
示
し
た
も
の
で
、
直
接
の
比

較
は
で
き
な
い
が
、
日
本
人
を
多
く
投
入
す
る
日
系
企
業
の
傾
向
と
し
て



マレーシア、タイ、シンガポールにおける技術的側面から見た日系企業の動向

類
似
す
る
。
ま
た
、
マ
レ
ー
シ
ア
に
お
い
て
は
、
米
国
商
工
会
議
所
（
Ａ

Ｍ
Ｃ
Ｈ
Ａ
Ｍ
）
傘
下
の
企
業
に
も
同
様
の
調
査
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
結

果
に
よ
れ
ば
、
米
系
企
業
の
場
合
は
、
Ｒ
＆
Ｄ
に
つ
い
て
、
米
国
人
の
関

与
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
基
本
的
に
は
全
て
現
地
人
に
て
対
応
が
な
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
は
、
日
系
企
業
の
現
地
化
の
状
況
が
、
米
系
企

業
の
状
況
と
異
な
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
コ
ス
ト
削
減
だ
け
で

な
く
、
現
地
ス
タ
ッ
フ
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
向
上
や
、
現
地
人
に
よ
る
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
活
用
な
ど
の
点
で
、
ア
ジ
ア
地
域
の
特
性
を
活
か
し
切
る

に
は
至
っ
て
い
な
い
と
考
え
る
。

一
方
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
状
況
は
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
タ
イ
と
は
大
き
く

異
な
っ
て
い
る
。
即
ち
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
人
は
六
割
程
度
で
あ
り
、
日
本

人
が
一
四
％
、
そ
れ
以
外
の
国
籍
を
有
す
る
研
究
者
が
二
七
％
を
占
め
て

い
る
。
即
ち
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
は
、
日
本
人
の
関
与
と
い
う
意
味
で
は

両
国
と
同
様
の
傾
向
を
持
つ
一
方
、
自
国
及
び
日
本
以
外
の
国
か
ら
の
研

究
者
を
受
け
入
れ
た
形
で
Ｒ
＆
Ｄ
を
行
っ
て
い
る
状
況
が
特
徴
的
で
あ
る
。

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
政
府
は
、
世
界
中
か
ら
優
秀
な
人
材
を
確
保
す
る
た
め
に

門
戸
開
放
政
策
を
進
め
て
い
る
（
参
考
文
献
③
、
一
〜
八
三
ペ
ー
ジ
）。

調
査
結
果
は
、
そ
の
よ
う
な
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
政
府
の
政
策
と
整
合
的
で
あ

る
。⑥

産
学
連
携

図
11
は
、
三
カ
国
の
産
学
連
携
に
つ
い
て
の
状
況
を
示
し
て
い
る
。
マ

レ
ー
シ
ア
、
タ
イ
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
と
も
傾
向
と
し
て
は
極
め
て
類
似
の

状
況
で
あ
る
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
つ
い
て
は
八
％
の
企
業
が
産
学
連
携
を

行
っ
て
い
る
と
回
答
し
て
い
る
が
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
タ
イ
は
そ
れ
ぞ
れ
三

％
で
あ
り
、
計
画
中
の
企
業
を
入
れ
て
も
産
学
連
携
が
進
ん
で
い
る
状
況

で
は
な
い
。
た
だ
し
、
産
学
連
携
に
関
心
が
あ
る
企
業
は
、
マ
レ
ー
シ
ア
、

タ
イ
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
と
も
一
定
程
度
存
在
し
、
そ
れ
ぞ
れ
、
二
四
％
、

三
八
％
、
三
一
％
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
三
カ
国
に
お
い
て
、
日
系
企
業
の
現
地
の
大
学
へ
の
ス
タ

ン
ス
は
、
関
心
は
あ
る
も
の
の
、
現
実
に
は
十
分
に
は
動
い
て
い
な
い
、

と
い
う
の
が
実
情
で
あ
る
。
経
済
産
業
省
が
マ
レ
ー
シ
ア
で
日
系
・
欧
米

タイ（回答数165）マレーシア（回答数178） シンガポール（回答数77）

8%
（実施中）

1%
（分らない） 4%

（計画中）

31%
（関心あり）

38%
（関心あり）

24%
（関心あり）

56%
（関心なし）

56%
（関心なし）69%

（関心なし）

3%
（実施中）2%

（計画中）

2%
（分らない）

1%
（分らない）

3%
（実施中）2%

（計画中）

図 11�������行���������行��������行��

タイ　回答数＝74（1,053人）マレーシア　回答数＝34（1,589人） シンガポール　回答数＝30（757人）

タイ
83%

マレーシア
90.2%

シンガポール
59%

日本
17%

日本
9.8%

日本
14%

その他
0%

その他
0.1%

その他
27%

図 10����分����する者�国�分�����分����する者�国�分����分����する者�国�分�
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系
・
現
地
企
業
を
対
象
に
実
施
し
た
調
査
に
よ
れ
ば
、
エ
ン
ジ
ニ
ア
層
に

お
い
て
問
題
と
な
る
点
と
し
て
、「
大
学
が
企
業
の
求
め
る
エ
ン
ジ
ニ
ア

の
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
き
れ
て
い
な
い
」、「
大
学
の
新
卒
の
ス
キ
ル
が
低
く
、

即
戦
力
に
な
る
エ
ン
ジ
ニ
ア
が
少
な
い
」
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
参

考
文
献
④
、
四
九
ペ
ー
ジ
）。
一
方
で
、
こ
の
日
系
と
欧
米
系
企
業
の
比

較
に
お
い
て
は
、
欧
米
系
大
企
業
は
大
学
と
の
連
携
に
高
い
関
心
を
有
し

て
い
る
（
参
考
文
献
④
、
七
六
ペ
ー
ジ
）。
そ
し
て
、
マ
レ
ー
シ
ア
の
大

学
か
ら
は
、
日
系
企
業
と
は
連
携
し
て
い
な
い
が
、
欧
米
系
企
業
と
は
密

接
に
連
携
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
優
秀
な
学
生
を
当
該
企
業
に
採
用
し
て

も
ら
っ
て
い
る
、
と
の
コ
メ
ン
ト
が
得
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
欧

米
系
企
業
は
、
大
学
サ
イ
ド
に
積
極
的
に
関
与
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
良

い
人
材
の
確
保
に
つ
な
げ
て
い
る
と
言
え
る
。
今
後
、
日
系
企
業
も
、
大

学
へ
の
関
心
を
具
体
的
形
と
し
て
実
現
す
る
こ
と
に
よ
り
、
優
秀
な
人
材

確
保
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
に
な
る
と
考
え
る
。

●
結
論

マ
レ
ー
シ
ア
、
タ
イ
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
状
況
を
比
較
す
る
こ
と
に
よ

り
、
技
術
の
活
用
、
Ｒ
＆
Ｄ
へ
の
取
り
組
み
、
人
材
の
活
用
に
つ
い
て
、

各
国
の
特
徴
を
整
理
し
た
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
各
国
の
産
業
政
策
や
産
業

の
発
展
の
状
況
に
応
じ
た
特
徴
が
表
れ
て
い
る
。

マ
レ
ー
シ
ア
は
、
主
要
分
野
で
あ
る
電
気
・
電
子
分
野
に
つ
い
て
は
、

Ｒ
＆
Ｄ
の
現
地
化
が
進
展
し
つ
つ
あ
る
。
一
方
で
、
自
動
車
分
野
に
つ
い

て
は
、
国
民
車
政
策
に
起
因
す
る
と
思
わ
れ
る
政
府
の
方
針
を
踏
ま
え
、

現
時
点
で
は
、
合
弁
形
態
が
選
好
さ
れ
つ
つ
、
日
本
の
技
術
が
そ
の
ま
ま

活
用
さ
れ
て
い
る
傾
向
が
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
自
動
車
分
野
に
お
い

て
は
将
来
に
向
け
て
、
Ｒ
＆
Ｄ
の
現
地
化
を
進
め
る
動
き
が
顕
著
で
あ
る
。

タ
イ
は
、
現
時
点
で
は
、
日
本
の
技
術
を
そ
の
ま
ま
活
用
す
る
形
態
が

一
般
的
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
自
動
車
分
野
及
び
そ
れ
に
誘
引
さ
れ

る
形
で
電
気
・
電
子
分
野
も
含
め
た
Ｒ
＆
Ｄ
の
現
地
化
の
動
き
が
進
ん
で

い
る
。

一
方
で
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
は
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
タ
イ
と
は
異
な
っ
た

様
相
を
示
し
て
い
る
。
即
ち
、
資
本
は
日
本
一
○
○
％
が
一
般
的
で
あ
り
、

技
術
の
活
用
と
い
う
意
味
で
は
、
現
地
発
の
技
術
の
取
り
込
み
が
既
に
進

ん
で
い
る
。
Ｒ
＆
Ｄ
の
現
地
化
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
取
り
組
み
と
将
来

の
取
り
組
み
に
マ
レ
ー
シ
ア
、
タ
イ
ほ
ど
の
変
化
が
な
く
、
既
進
出
の
日

系
企
業
に
お
い
て
は
、
Ｒ
＆
Ｄ
へ
の
取
り
組
み
の
有
無
は
一
定
程
度
確
立

し
た
状
況
に
あ
る
。
さ
ら
に
、
ロ
ー
カ
ル
企
業
と
の
関
係
は
、
技
術
移
転

と
い
う
観
点
で
は
見
ら
れ
な
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
ロ
ー
カ
ル
企
業
と
の

密
接
な
関
係
を
要
し
な
い
、
あ
る
い
は
既
に
必
要
な
裾
野
産
業
が
成
熟
し

た
状
況
に
あ
る
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
ま
た
、
人
材
の
活
用
に
お
い
て
も
、

門
戸
を
開
放
す
る
政
府
の
方
針
に
沿
っ
て
、
第
三
国
人
材
の
活
用
が
進
め

ら
れ
て
い
る
様
子
が
特
徴
的
で
あ
る
。

（ 

や
ま
ざ
き　

あ
き
ら
／
元
ジ
ェ
ト
ロ
・
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
・
セ
ン

タ
ー
）
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①
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Ｋ
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○
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○
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○
○
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著
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携
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○
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○
○
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